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一つの願い

貫き通す

政治評論家

伊藤

私
に

は
奉
天
中
学

（
旧
満
州

、

の
ち

の
奉
天
一

中）

か
ら

旧
制
一

大学出てるのに

大したもんだ

優�F 

きじ
かし私
ら）の

き：夜 空
ろ、 － の

の ご主 友
商'J 3。に

に 木
坐四地

り歳師ι

続の（

けとき
昌哉

高
を
受
験

、

浪
人
一

年
の
生
活
を

経
て
合
格
い
た
依
験
が
あ
る 。

受

験

生
活

は

確

か
に

灰

色

だ
っ

た

が
、

こ
の
間
一

つ
の
願
い
を
貫
き

通
し
た
後

の
あ
る
実
感
を
味
わ－
つ

も
の
だ

、

こ
れ
は
伺
物

に
も
か
え

難
く

、
私
の
一

生
の
宝

と
な
っ

た 。

全
力
を
出

し
尽
く

し
た
後

の
結
果

は
、

成
否

に
か
か
わ
ら

ず
喜
ん
で

受
け
よ

、

そ
れ
が
そ

の
人

の
運
命

だ
か
ら

。

（
東
大
・

法
卒）

岡。

た
、

有
数

の
挽
き
物
師

。

こ
の
彼

が
弟
子

（
大
学
卒
業

の
の
ち
彼

の

門
下

に
入
る）

の
作
品

に
目
を
細

め
て
言
っ

た
こ

と
が
実

に
す
て
き

で
す 。
「
う
ま
く
な
っ

た
な
あ 。

大

学
出
て
る

の
に
大

し
た
も
ん
だ
な

あ
」

大
地

に
根
を
張
っ

た
自
白
人

と

し
て
生
き
る
覚
悟
さ
え
つ
廿
ば

、

受
験

の
苦

し
み
な
ど

と
は
オ
サ
ラ

パ
出
来
ま
す 。

と
き

には視

点房』変

え
て
世
界
を
眺
め
て
見
て
く
だ
さ

加藤

（
早
大
・

文
卒）

絶
望
の
中
に
途
は
開
け
る

Zト

何

五色

す
！中

与えられた

宿命を歓受せよ

Eユ

千葉大学名誉教授
国際武道大学教授

清水 馨八郎 元
駐
仏
大
使

中
山

賀
博

常

戸

ι 

� 

〔作」
Jげ

も
のI
V，

（
京
大
・

法
卒）

か
人
事
を
つ
く

し
て
天
命
を
待

つ
u

今
度

の
試
験

に
合
格
す
る
も

失
敗
す
る
の
も

、

天
の
定
め

、

命

令
だ

と
考
え
よ 。

私
は
第
一

志
望

校
に
溶
ち

、

浪
人

し
、

翌
年

、

第

二

志
望

（
東
京
高
等
師

範）

に
入

っ

た
か
ら

、

現
在

の
学
問

と
教
育

の
、

仕
合
わ
せ
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
た 。

人
生

到
る
所
青
山

あ
り
だ 。

与
え
ら

れ
た
宿
命
を
歓

受
す
る
こ

と
で
す 。

（
東
京
文
理
大
卒）

自
分
と
の
闘
い
で
す
／

国際接触の

第一線担う志を

雑事に自信をもって

東京外国語大学教授

中嶋 嶺雄

とらわれずに

電気通信大学教授

合田 周平

学
に
至
る
王
者

の
道
は
あ
り
ま

せ
ん 。

粒
々
辛
苦

の
途
を
避
け
る

な
ら

ば
、

諸
君

の
め
ざ

し
て
い
る

人
生

の
広
い
眺
望
は
つ
い

に
展
が

れ
る
こ

と
が
な
い
で

し
ょ

う 。

先

憂
後
楽
で
す 。

受
験
は
そ

の
意
味

で
第
一

に
自
分
と
の
闘
い
で
す 。

安
易

に
つ
こ
う

と
す
る
心

の
傾
斜

と
の
不
断

の
闘
争
で
す 。

第
二

に

他
の
受
験
生
が
み
な
自
分
よ
り
偉

く
み
え
て

、

こ
れ
で
自
信
を
失
つ

私
は
皆
様

に
「
自
分

に
勝
て
」

と
申

し
上
げ
た
い

。

受
験
は
他
人

と
の
競
争
で
す
か
ら

、
8

敵
u

に
勝

た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん 。

で
も

時を待つだけ

丁目 Sテレビアナウンサー

小笠原 保子
駿一刈
台
大
学

経
済
学
部
教
授

地
主
重
美

て
は
な
り
ま
せ
ん 。

誰
も
が
同

じ

よ

う
に

考

え

て
い

る

の

で

す

か

ら
。

そ
う
み
る

と
心
は
落
着
き

、

あ
と
は
実
力
を
素
直

に
出

し
て
い

く
だ
目
で
す 。

第
三

に
健
康

の
維

持
で
す 。

知
力

と
依
力

と
が
相
ま

っ

て
は

じ
め
て
実
力
を
発
揮
で
き

る
の
で
す 。

諸
君

の
首
尾
よ
き
成
功
を
お
祈

り
い
た

し

ま
す 。

（
東
京
商
大
卒）

皆
さ
ん
が
受
験
生
で
あ
っ

た
こ

の
一

年
間
は

、

世
界
只
か
ま
さ

に

歴
史
的
転
換
を
遂
げ
た
時
期
で
も

あ
り
ま

し
た 。

私
は
大
学
で
国
際

関
係
論

、

中
国
ア
ジ
ア

地

域
研
究

を
講
義

し
て
い
ま
す
が

、

こ
の
よ

う
な
激
動

の
時
代

に
国
際
接
触

の

第
一

線
を
担
お
う

と
す
る
志
を
も

っ

受
験
生

の

御

健

闘

を

祈
り

ま

す 。

（
東
大
・

大
学
院
卒）

自
己
を
最
高

の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ

ン

に

も
っ

て
い

く

こ

と

を
心

が

け
、
H

自
然
体
H

つ
ま
り
試
験

の
結

果
な
ど

の
雑
事

に
と
ら

わ
れ
ず

、

問
題
そ

の
も

の
と
一

つ
ひ

と
つ
対

す
る
こ

と
で
あ
る 。

長
い
人
生

の

経
験

と
し
て

、

受
験

の
日
が
思
い

起
こ
せ
る
よ
う
で
あ
り
た
い

。

幸

還
を
祈
る 。

（
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ

ア
大
・

大
学

院
、

電
気
通
信
大
率）

。

そ
の
前

に
、

自
ら

を
誘
惑
や
迷
い

か
ら

守
る
こ

と
が
必
要
で
す 。

こ
の
時
期

、

今
迄

の
勉
強

に
不

安
を
持
っ

て
、

睡
眠
時
聞
を
無
理

に
削
っ

て
健
康
を
害

し
た
り

、

友

だ
ち

と
の
情
報
交
換
か
ら

必
要
以

上
に
不
安
を
持
っ

た
り

、

友
だ
ち

の
合
否
を
聞
い
て
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ

ー

を
感

じ
た
り
：
：
：
。

も
う
こ
こ
ま
で
き
た
ら

ご
自
分

に
自
信
を
も
っ

て
、

時
を
待
つ
だ

け
で
す 。

自
分
を
強
く
も
っ

て
、

勝
利
を
得
て
く
だ
さ
い

。

頑
張
れ

ノ

（
立
大
・

経
卒）
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